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2021年 6月 26日
ねん がつ にち

年間第 13主日
ねんかんだい しゅじつ

菊地功大司教 メッセージ
きく ち いさおだい し きょう

「タリタ、クム。少女よ、わたしはあなたに言う。起きなさい」
しょうじょ い お

マルコ福音は、会堂⻑ヤイロの幼い娘が病気で伏せっていたときに、父親の頼みに応
ふくいん かいどうちょう おさな むすめ びょう き ふ ちちおや たの こた

えてイエスが出かけた出来事を描写しています。福音は、到着したときにはすでに亡
で で き ごと びょうしゃ ふくいん とうちゃく な

くなっていたヤイロの娘を、イエスが生き返らせたという奇跡物語を伝えています。
むすめ い かえ き せきものがたり つた

パウロはコリントの教会への手紙で、キリストから与えられた恵みと、教会における交
きょうかい て がみ あた めぐ きょうかい まじ

わりによって豊かにされた者は、豊かに分かち合うものとならなければならないことを説
ゆた もの ゆた わ あ と

いています。

知恵の書は、万物を造られた創造主が、それを滅びのためではなく｢生かすためにこそ｣
ち え しょ ばんぶつ つく そうぞうぬし ほろ い

創造されたのだと強 調し、「世にある造られたものは価値がある」と記します。
そうぞう きょうちょう よ つく か ち しる

イエスが行われた奇跡は、病によってうちひしがれ、人生の絶望の淵にある人たちが、
おこな き せき やまい じんせい ぜつぼう ふち ひと

イエスとの出会いによって生きる希望を取り戻した話でもあります。
で あ い き ぼう と もど はなし

教皇ベネディクト 16世は回勅「希望による救い」に、「福音は、あることを伝達して、知
きょうこう よ かいちょく き ぼう すく ふくいん でんたつ し

らせるだけではありません。福音は、あることを引き起こし、生活を変えるような伝達行為
ふくいん ひ お せいかつ か でんたつこう い

なのです」と記しています。その上で教皇は、福音が伝えられることによって、「時間、
しる うえ きょうこう ふくいん つた じ かん

すなわち未来の未知の扉が開かれます。希望を持つ人は、生き方が変わります。あたら
み らい み ち とびら ひら き ぼう も ひと い かた か

しいいのちのたまものをあたえられるからです」（2）と記します。
しる

教皇は回勅の中で、福音とはすなわちイエス・キリストとの個人的な出会いの体験で
きょうこう かいちょく なか ふくいん こ じんてき で あ たいけん

あることを強 調し、次のように続けています。
きょうちょう つぎ つづ

「このかたは自らこの道を歩き、死の国に降り、死に打ち勝って、戻ってきてください
みずか みち ある し くに ふ し う か もど
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ます。それは、この世でわたしたちとともに歩み、このかたとともにいれば、道を最後
よ あゆ みち さい ご

まで歩き通すことが出来ると確信させてくださるためです。死の時もわたしたちととも
ある とお で き かくしん し とき

に歩んでくださる方。・・・この方が現実におられると知っていること。それが、信じる
あゆ ほう ほう げんじつ し しん

ものの人生に生まれる、新しい『希望』です」（6）
じんせい う あたら き ぼう

豊かな希望に満たされたとき、人はその与えられた賜物を分かち合うために行動し、神
ゆた き ぼう み ひと あた たまもの わ あ こうどう かみ

が望まれたように、すべての被造物が滅びのためではなく｢生かすためにこそ｣創造され
のぞ ひ ぞうぶつ ほろ い そうぞう

たことをあかししていきます。それが福音が伝わると言うことだと、教皇は強 調して
ふくいん つた い きょうこう きょうちょう

います。

神の似姿として、すべてのいのちはその尊厳を護られなくてはならないと、教会は常
かみ に すがた そんげん まも きょうかい つね

に主張しています。なぜならば、いのちはまさしく｢生かすためにこそ」創造されてい
しゅちょう い そうぞう

るからです。人間の尊厳への理解が進んだ現代社会にあっても、いまだにさまざまな形
にんげん そんげん り かい すす げんだいしゃかい かたち

でその尊厳がないがしろにされている存在があります。また現在の感染症による困難な
そんげん そんざい げんざい かんせんしょう こんなん

状 況の下、経済も悪化し、雇用環境も厳しさを増す中で、生活に困窮し、孤立のう
じょうきょう もと けいざい あっ か こ ようかんきょう きび ま なか せいかつ こんきゅう こ りつ

ちにいのちの危機に直面する人も少なくありません。異質な存在を排除しようとする差
き き ちょくめん ひと すく い しつ そんざい はいじょ さ

別的な言動によって、尊厳を否定されている人もおられます。さらに世界的なレベルで
べつてき げんどう そんげん ひ てい ひと せ かいてき

は、貧困や紛争が、多く人生を狂わせ、中には人間の尊厳を否定するような扱いを受け
ひんこん ふんそう おお じんせい くる なか にんげん そんげん ひ てい あつか う

たり、物のように売買されたり、いのちを奪われたりする現実があることも否定できま
もの ばいばい うば げんじつ ひ てい

せん。

福音は、希望をもたらす光であり、この社会を神が望むように働きかける力です。神
ふくいん き ぼう ひかり しゃかい かみ のぞ はたら ちから かみ

の似姿であるすべての人の人間の尊厳が守られるように、福音を告げていきたいと思い
に すがた ひと にんげん そんげん まも ふくいん つ おも

ます。困難に直面する一人ひとりへ、立ち上がって希望を手にするようにと、今日主は
こんなん ちょくめん ひと り た あ き ぼう て き ょ うしゅ

「タリタ、クム」と呼びかけます。自らとの出会いへ招かれる主イエスの福音を、あか
よ みずか で あ まね しゅ ふくいん

しする努力をいたしましょう。
ど りょく


